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A4 横型三つ折り左開き（210mm×297mm） 仕上がり位置 

（断裁位置） 

塗り足し位置 

……仕上がり位置(断裁位置)は緑枠です。 

……切れては困る文字やデザインは赤枠より内側に配置して下さい。 

……フチなし印刷をご希望の場合は青枠まで色や写真を配置して下さい。 

……折り位置は黄枠です。※印刷には線は反映されません。 
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100mm 100mm 97mm 

 

  
  
 
 
対 象 通常学級在籍の小学生 

※小学生から継続して在籍している中学生も対象としています  
○ 学びの特性を踏まえ、学習への「自信」を高めたいお子さま 

○ 自分のペースで、じっくりと理解を深めたいお子さま 

○ 集団の中では見えにくい「困り感」に、一人ひとりに合わせた 

関わりで、安心して学びを進めたいお子さま   

学習時間 
標準：８０分（１対２） 学年・特性により：４０分〜(１対１対応あり) 

※中学生：８０分＋演習２０分（計１００分コースあり） 
 

保護者さまへの学習報告 
学習報告：隔月１５分（オンラインまたは対面） 

指導方針確認のための面談：年２回（春・夏休み）各２０分 

その他、必要に応じて２０分程度の面談を承ります。         

指導者１名：生徒１〜２名（小１〜） 
指導者１名：生徒３〜４名（小１・２のみ）  

内 容 
 

読み書き・数と形・計算・文章題などのつまずきについて、その子の 

「学びの特性」と「得意・苦手」を丁寧に見立て、無理のないペースで 

学習の道筋を一緒に組み立てます。 
 

学習時間を楽しむことを大切にしながら、小さな「できた」を積み重ね、

安心して学べる状態を整え、自信の回復を支援します。 
 
一人ひとりに合わせたオリジナル教材を作成し、指導します。 

ご家庭からのご要望も加味した指導計画をご提示いたします。 

 個別学習指導  
 
 

対 象 小学生 （各年度新規スタートは小学３年生のみ） 

○ 集団の中で自分の気持ちや考えの伝えにくさを感じているお子さま  

○ 友だちとのやりとりを、安心できる場で少しずつ練習したいお子さま  

○ 人との関わりを経験しながら、自分らしい自信を育てたいお子さま 

内 容  
遊びや共同作業を通じて、自分の気持ちを言葉にする練習をしていきます。 

「わかってもらえた」感覚や、自他を大切にする経験は、自己肯定感へと繋がります。 

対話や行動のすれ違いを丁寧に解きほぐし、健やかな人間関係の基礎を築きます。 

安心できる少人数環境の中で、自分らしい関わり方を見つけます。 

 

 

 

 

 

     

 

学習回数・時間 
隔週土曜日：６０分(小３) ※８０分(継続 小４〜６) 

保護者さまへの活動報告 
学習報告：隔月２０分・指導方針確認のための面談：年２回（春・夏休み）各２０分 

日常生活のサポートとして個別勉強会(９０分)を１回実施します。 

ソーシャルストーリーTM を使用  

必要に応じて、一人ひとりに合わせたソーシャルストーリーを作成し、視覚情報を 

用いながら、困った状況への理解と安心を促します。 

 少人数コミュニケーション指導 

コミュニケーション・ビルド 

子どもたちの発想を生かしたイベント企画・作品制作 

メンバー同士が慣れてきたら、子どもたちで活動テーマや進め方を考える時間を 

取り入れます。自分の意見を出す・人の意見を聞く・役割を分け合うなどの経験を

通して、一つの作品やイベントを作り上げる楽しさと、自分らしい自信を育てます。 

小学生４人までのグループ 
指導者２名(教育/心理) 

 
 
オリジナル教材で理解した内容を、プリント学習でしっかり定着させます。 

週２回以上の学習リズムを作りたい方にも最適です。 

学習回数・時間 ６０分 

土曜日：午後(週１回)または午前(月３回〜５回)※在籍校の土曜登校日を除く 

ブリオ （プラス） 「わかる」を「できる」に変える演習プラス 

 指導者１〜２名：生徒５名まで 

  
 

「親が一人で抱え込みすぎない」ための相談 
 

お子さまの反応や学校やご家庭での困りごとを 

一緒に紐解きます。 

お子さま独自の「世界の見え方」への理解を 

深めながら、関わり方を整えます。 

家庭や学校での関わり方、環境の整え方のヒントを 

見つけ、今日からの一歩につなげていきます。 

 親サポ （単発相談・継続コース） 
 
 
学びと学校生活の「状況整理と作戦会議」 
  

学習のつまずきや学校での困りごとを 

整理し、今後の方向性（支援の優先順位）を 

一緒に考えます。 

さまざまな問題について、学校の先生とも 

共有・解決できるような方法を探ります。 

 学 習 相 談 

コンブリオの活動についてお気軽にお尋ねください   TEL  03-6915-0203   URL：kakinokiconbrio.com (お問い合わせフォームより） 
個別学習指導、コミュニケーション指導をご検討中の方のご面談は６０分(無料)です。 お子さまの様子やご希望の指導内容をお聞かせください。 コンブリオの指導についてもご説明させていただきます。 

体験学習(有料)をご希望の場合は、お子さまの状態に合わせて教材を作成しますので面談後別日程でのご案内となります。 お問い合わせお待ちしております。 

 

 
 
K-ABCⅡ検査 
学習に特化した発達検査 

LD-SKAIP 検査 

学習のつまずきを評価 

コンサルテーション 

及び各種文書作成 

講座/勉強会 

 

                          その他のサポート 

安心という土台の上で その子らしい活気(コンブリオ)が 芽吹く場所 

                       【駄菓子屋コンブリオ】  
  
夏季期間中は、来室時にささやかな楽しみをご用意しています。 

毎年変わるガラポンやルーレットなどの企画で、 

子どもたちが楽しみながら通える環境づくりを行っています。 
 
※アレルギーへの配慮を行っています。事前にお知らせください。 

コンブリオの夏休み
大人気♪ 夏の恒例イベント 

自ら学ぶ力を育む 「C ポイント」 プログラム 【任意】 
 

Cポイント（C＝Conbrio）は、お子さまが自分で考えて 

始めた家庭学習にポイントがつく仕組みです。 

自分で学びを始め、続ける力を育てることをねらいとしています。 

※景品は習慣化のきっかけとしてご用意しています。 

 

【親サポで扱うテーマ例】  
・子どもの反応・行動の「意味」の読み解き 

・親のイライラ・不安・罪悪感の整理 

・繰り返してしまう関わり方のパターン整理 

・学校・他機関との付き合い方の整理 など 

話したくないテーマを無理に掘り下げることは 

ありません。話せるところから進めます。 

 

【学習相談で扱うテーマ例】  
・つまずきの背景整理 

（学び方・負担のかかり方） 

・家庭学習の組み立て（量・頻度・声かけ） 

・学校との連携（伝え方・配慮事項の整理） 

・支援の優先順位 

（今やること／今は保留でいいこと） 

・必要に応じた検査・支援資源の整理 
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A4 横型三つ折り左開き（210mm×297mm） 仕上がり位置 

（断裁位置） 

塗り足し位置 

……仕上がり位置(断裁位置)は緑枠です。 

……切れては困る文字やデザインは赤枠より内側に配置して下さい。 

……フチなし印刷をご希望の場合は青枠まで色や写真を配置して下さい。 

……折り位置は黄枠です。※印刷には線は反映されません。 
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100mm 97mm 100mm 

※表紙 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

かきのき教育支援室  コンブリオ 

TEL  (０３)６９１５−０２０３ 
東京都杉並区井草２丁目１８−１４ 
西武新宿線 下井草 徒歩６分／井荻 徒歩８分 

個人宅１Ｆ教室専用フロアにて活動しております 

 

 

 

 

 
 
 
     「特性」と「得意・苦手」を踏まえた 

その子らしさを活かせる学び方の見立て 
 

同じ「苦手」でも、理由は一人ひとり違います。 

情報の受け取り方や処理のくせ、読み書き・計算の 

つまずき、感覚の過敏さやこだわりの強さなどを 

ていねいに見立てながら、その子には、 

どんな学び方・支援のかたちが合うのかを 

一緒に探し、整えています。 

 
 
     子どもの「心の元気」と「自尊心」を 

大切にする関わり 
 

できないところばかりを指摘され続けると、 

子どもはあっという間に 

「どうせムリ」「やってもムダ」と感じてしまいます。 
 

・小さくても「できた」を積み重ねること 

・その子なりのペースやこだわりを尊重すること 

・比べる相手を「まわり」ではなく「昨日の自分」に 

変えていくこと 
 

を大切にし、安心できる場の中で自尊心を育み、 

自ら一歩を踏み出す力を支えています。 

 
 

   保護者さまと一緒に考える 

「ひとりで抱え込まなくていい関わり方」 
 

お子さまの支援が必要な時期は、どうしても長い 

時間軸になります。 

そのあいだ、保護者さまがずっとがんばり続ける 

ことは、決して小さくない負担です。 
 

・学習や学校生活について整理する「学習相談」 

・保護者さまご自身の気持ちや、お子さまとの 

関わり方を扱う「親サポ相談」 
 

を通して、保護者さまも少しずつ楽になりながら、 

続けていける関わり方を一緒に考えています。 

 

かきのき教育支援室コンブリオが 

大切にしている３つの視点 

教室の様子・支援の考え方は 

こちらからご覧いただけます 
 

 

 

 

 

 

 


